
冷
　
温
　
水
　
管

○含まない

集合装置（　　　　ｋｇ×　　　　本用）

　ガスメーター　○含む　　親メーター　　　ケ

親メーター

○別途　　　　○既設

●本工事　　　○建築工事　　　○別途工事

○本工事　　（ＦＲＰ製－○単板　　○複合板）

○本工事　　（ＦＲＰ製－○単板　　○複合板）

○都市ガス　　　種別　　　　

４　給湯設備工事

３　衛生器具設備工事

２　排水通気設備工事

熱　　源

給湯方式

放流先

雨水排水

排水方式

屋外．汚水雑排水

屋内．汚水雑排水

雨水排水

水　　源　　●公共水道　　○井　水

１　給水設備工事

量水器

高架水槽

受水槽

○工場．作業所用冷却水配管工事

を適用する
●印をつけたもの

４.工事項目

●貸与

○私設

○排煙設備

ｋａｌ／ｍ^ u3

冷　温　水　管

給湯管・温水管

蒸　　気　　管

冷　　媒　　管

消　　火　　管

給　　水　　管

２　排水管・ドレン管

小メーター　　　ケ

ｋａｌ／ｋｇ

７

６

５

４

３

１ Ａ Ｊ

保温付架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

耐熱用塩ビ管

排水用メカニカル鋳鉄管

冷　媒　用　銅　管

　読みかえることが出来る。又保温厚さについては標準仕様書に依る。

※冷水、冷温水、冷媒管についてはグラスウール保温筒をフォームポリスチレン保温筒３号に

アスファルトジュート巻の上、加熱融着又は防食ビニールテープ巻

グラスウール保温筒＋鉄線＋アスファルトフェルト＋アルミガラスクロス

グラスウール保温筒＋鉄線＋アスファルトフェルト＋原紙＋綿布

グラスウール保温筒＋鉄線＋アスファルトフェルト＋ビニールテープ

グラスウール保温筒＋鉄線＋アスファルトルーフィング＋防水麻布

グラスウール保温筒＋鉄線＋アルミガラスクロス

グラスウール保温筒＋鉄線＋原紙＋綿布

グラスウール保温筒＋鉄線＋ビニールテープ

グラスウール保温筒＋鉄線＋アスファルトルーフィング＋鉄線＋SUSラッキング

グラスウール保温帯＋鉄線Ａ６.保温防露仕様

○分流　　●合流　　○別途

○分流　　●合流　　○別途

●単独　　○合流　　○別途

Ｊ

Ｉ

Ｈ

Ｆ

Ｇ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

　／ｍｍ

被覆断熱銅管

石綿ﾋﾞﾆｰﾙ二層管（

キーロンパイフ゜

配管用炭素鋼鋼管

屋内露出 屋外露出埋　　設

屋内露出

〃

〃

埋　設

〃

屋内露出

屋外露出

〃

ＸＰＥＰ

ＪＩＳ Ｇ－５５２５

トミシ ）゙

ＪＩＳ Ｈ－３６０３

ＪＩＳ　Ｇ３４５２

ＳＧＰ－ＶＳ

（黒）

○木造　○準耐火　○耐火　　　内装制限　○有　○無

着工　令和　　年　　月　　日　　完成　令和　　年　　月　　日

２．　製作又は施工上必要な図面及び工程表は遅滞なく作成し、担当者の承諾を受けること。

５．　工事完了後、竣工図書を遅滞なく作成し、担当者に提出すると共に機器及び装置の取扱

　　　ガス事業者等に対する手続を遅滞なく行なう。

４．　工事の施工に際しては、関係の法令．条例等を厳守し、関係官公署及び水道．下水道．

　　　又、設計図書に記載なきものであっても、施工上又は法規上当然と思われるものについ

　　　得ず行なう軽微な変更は担当者の指示によって行なう。

３．　施工上の納まりや取合の関係で、機器及び材料の取付位置又は取付工法について止むを

　　　建築家協会編　建築設備工事共通仕様書を準用し施工すること。

１．　本工事は本設計図書並びに特記仕様書に準拠し、当社機械設備工事標準仕様書又は日本

○排水タンク設備工事

●衛生器具設備工事

●排水通気設備工事

●給水設備工事

を適用する

●印をつけたもの

３.工事種目

２.一般事項

　　　い説明を行ない引渡しを行なうこと。

　　　ては、請負者の負担で施工するものとする。

　　　尚、この場合、請負金の増減は行なわない。

法定構造

構造種別

階　　数

延床面積

建築面積

建物用途

工　　期

建築場所

工事名称

１.建築概要

　　　　　　　　ｍ

　　　　　　　　ｍ

2

2

○泡　消　火　　　○ハロゲン化物　　○ドレンチャー

塩ビライニング鋼管

硬質塩化ビニール管

13　　　　　　　圧縮空気配管工事

12　工場．作業用冷却水配管工事

９　冷暖房設備工事

10　換気設備工事

〃

〃

〃

〃

〃

●印をつけたもの

５.使用配管材

を適用する

11　排煙設備

〃

ＶＰＷ　ＪＩＳＫ－６７４２

（ＶＤ）

（ＶＢ）

Ｋ－１１６（ＶＡ）

Ｈｉｐ　ＪＷＷＡ－Ｋ１１８

ＶＵ　　ＪＩＳＫ－６７４１

ＶＰ　　ＪＩＳＫ－６７４１

（白）

（白）

（黒）

〃

〃

ＪＷＷＡ

非常予備電源　　　○発電機　　　　　○附属エンジン

○連結送水管　　　○水　噴　霧　　　○二酸化炭素

排煙機起動方式　　○煙感知連動　　　○手動

排　　煙　　口　　　　　ヶ所

○自動制御設備

７　排水タンク設備工事

放流水質　　ＢＯＤ　　９０ＰＰＭ以下　　　　　ＳＳ　　　％以下

８　消火設備工事

６　浄化槽設備工事

放流負担金　○本工事　　　　○別途

○屋内消火栓　　　○屋外消火栓　　　●スプリンクラー

地下式　１９５０Ｌ

○建物より１ｍ以降配管及び接続桝工事

３．　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　　　　　　　担当者

２．消　防　署　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　　　　　　　担当者

１．水道事業所　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　　　　　　　担当者

４．そ　の　他　　　　　　　　　

　打合せ事項

10.諸官庁に対する

ガス会社

仕切弁．玉形弁

埋設弁

フレキシブル継手

Ｕトラップ

圧縮空気管

防振継手

伸縮継手

２第１項第７号に基づき前後１ｍ以内にある部分を不燃材料で造ること。

１．耐火構造の防火区画等を貫通する給水．排水．その他の管は建基法第１２９条の

●給排水ガス負担金、加入金

●契約以降の法規改正及び地方自治体指導による変更事項９.別途工事

８.特記補足事項

空冷ル-ムエアコンの室内外機器間電気配線

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ用ｱﾗｰﾑ弁の電気配管配線

ﾊﾛｹﾞﾝ 二酸化炭素 泡消火設備の報知音響装置

防災設備作動時の各種インターロック

下水本管接続工事又は排水路接続工事

給水本管引込工事

連動運転機器の各種入インターロック

クーラー．温風暖房器用スリーブ

パッケージの電気ヒーター等の制御盤

オイルタンク給油用連絡装置

自動制御機器及び電気配管．配線

４３

消　火　器４９

４８

４７

避難器具

４６

４５

４４

４２

４１

４０

３８

３９

３７

●

冷温水管（往）

冷媒ガス管

ドレン管

冷媒液管

冷水管．温水管（還）

冷水管．温水管（往）

冷温水管（還）

冷却水管（還）

冷却水管（往）

温　水　管（還）

温　水　管（往）

冷　水　管（還）

冷　水　管（往）

化粧蓋共

インターホン又はベル

二次側配線共

配管．配線共

油通気管

連結送水管

給　油　管（還）

給　油　管（往）

蒸　気　管（還）

蒸　気　管（往）

ガス管

膨腸管

排水通気管

消火管

排水管

排水管

排水管

ヒューミディスタット

安全弁．逃し弁

Ｕ

Ａ

サーモスタット

逆止弁

ガスメーター

ガスカラン

送水口

Ｔ

Ｈ

ＧＭ

溜　　　　　　　桝

ＣＤＨ トラップ桝

ＲＳ

ＲＬ

Ｄ

ＣＨ

ＣＨＲ

ＣＤＨＲ

公設桝

屋外消火栓

屋内消火栓

放水口

インバート桝

ＣＤＲ

ＨＲ

Ｈ

ＣＲ

ＣＤ

Ｃ

床排水金物

排水供栓

排水目皿

床下掃除口

床上掃除口

水栓柱

Ｔ

給水．給湯．混合栓

ＳＲ

ＯＲ

０Ｖ

Ｏ

ＸＳ

Ｓ

Ｇ

洗浄弁

ボールタップ

散水栓

シャワー

油ストレーナー

量水器

Ｘ

Ｅ

ストレーナー

温度計

連成計

蒸気トラップ

圧力計

空気抜弁

ＯＳ

Ｍ

Ｔ

Ｓ

三菱電機．松下電器. 東芝

フジクリーン．ＩＮＡＸ

パロマ．三菱電機．リンナイ．ノーリツ

三菱樹脂．ブリチ゛ストン．積水化学．日立化成．ヒラタ

荏原製作所．極東機械．日立製作所．川本製作所

ＴＯＴＯ．ＩＮＡＸ

久保田鉄工．積水化学．三菱樹脂．アロン化成

三洋電機．ダイキン

山武ハネウエル．東京計器ランディスギヤ．サギノミヤジョンソン

新晃工業．不二工．丸光

巴商会．昭和鉄工．前田鉄工

立売掘製作所．消火栓機工．横井製作所．村上製作所．南北製作所

中部．福西．関西鋳工．カネソウ．小島．伊藤鉄工．第一機械．長谷川

久保田鉄工．栗本鉄工

日本鉛管．芳沢鉛管

フシマン・ベン

曽我部．トーゼン産業

東洋バルブ．北沢バルブ．大和バルブ．三吉バルブ

住友軽金属．古河金属．三菱金属．神戸製鋼

新日本製鉄．住友金属．日本鋼管．川崎製鉄

大阪ドレネジ．日立金属

日立金属．日本鋼管．理研

新日本製鉄．住友金属．日本鋼管．川崎製鉄

フレキシブル継手防水タラップ．マンホール蓋共コンクリート製各種水槽１０

洗濯機用防水パン

煙感連動ダンパー

外壁面取付の給排気ガラリ

設備機器の制御盤及び二次側配線

同上用感知器制御盤及び配線

液面制御スイッチ

フロートスイッチ

厨房フードの化粧囲い

流し台．ガス台．吊戸棚

３３

３６

３５

３４

レターンガラリ

３２

３１

３０

ドアガラリ

機械排煙口２８

２９

２７

厨房器具

浴槽及び釜

２５

２６

２４

●

天井床、ｼｬﾌﾄ等に取付く点検口及びﾀﾗｯﾌﾟ

煙突及び掃除口

換気扇及びフード（取付枠共）

洗面化粧台及びメディシンキャビネット

機械室．厨房．ドライエリア等の排水溝

ポンプ小屋及びプロパンボンベ小屋

マンホールの化粧蓋

受水槽の基礎

地中埋設オイルタンクの躯体及び仕上

２０

２３

２２

２１

ユニットバス

１９

１８

１７

ポンプの基礎

１５

１６

１４

浄化槽工事

１３

１２

１１

●

自動制御機器

12.凡　　例

附属操作盤を有する機器は除く。

金網．コーキング共

給排気筒共

給　湯　管（往）

給　湯　管（循環）

給水管

給水管

　名　　　　称

防　振　装　置

換　　　気　　　扇

市水 ）（　

2次給水（　 ）

ルームエアコン

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型エアコン

ｴﾔｰﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ

ファンコイルユニット

冷　　　却　　　塔

冷媒機（チラー）

吹出口．吸込口

厨　房　器　具

浄　　　化　　　槽

樹　脂　製　水　槽

湯沸器．電気温水器

ボ　イ　ラ　ー

マンホール蓋類

ポ　ン　プ　類

消　火　機　器

排　水　金　物

衛生器具及び水栓類

伸　縮　継　手

〃

電気
区　　　　分

設備機器の基礎及び仕上

重量設備機器のための床構造補強

シャフト最上部の立上げ雨仕舞

天井穴明及び下地補強

特殊仕上材の穴明及び下地補強

スリーブ．開口部廻りの鉄筋補強

躯体壁．床の穴明（設備用）

ＲＣ梁の貫通スリーブ

鉄骨梁の貫通スリーブ

工　　事　　項　　目

９

８

７

５

６

４

７.工事区分

●印を記入のこと

該当する区分欄に

２

３

１

ＮＯ

●

●

●

機械建築

●

●

品以上とする

右記又は同等

11.メーカーリスト

ＡＬＣ．ＰＣ版．大理石．
テラゾー等

備　　　　考別途

弁　　　　　　　類

鋳　　　鉄　　　管

鉛　　　　　　　管

硬　質　塩　ビ　管

銅　　　　　　　管

塩ビライニング鋼管

ドレネジ継手

鋼　　　　　　　管

鋼　管　継　手

機器及び材料

－－

∥

｜

　記　　　　　号

－ 減圧弁

温度調節弁

電磁弁

電動弁

　名　　　　称 　記　　　　　号

Ｒ

ＳＭ

Ｍ

Ｔ

Ｍ

Ｓ

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

製　　造　　業　　者　　名

●

●

スパイラルダクト

アルミフレキシブルダクト

●

D

●

●

●

●

●

●

●

●

Ａ Ｊ D

５　ガス設備工事　＊ガス会社責任施工

●

DＪＡ

●消火設備工事

給
水
管
―
タ
ン
ク
以
降

屋
　
内
　
排
　
水
　
管

屋
　
外
　
排
　
水
　
管

●

●

●

●

給
　
　
　
湯
　
　
　
管

通
　
　
　
気
　
　
　
管

ガ
　
　
　
ス
　
　
　
管

冷
　
　
　
媒
　
　
　
管

冷
　
却
　
水
　
管

換
　
　
　
気
　
　
　
管

ド
　
 
レ
　
 ン
 
管

消
　
　
　
火
　
　
　
管

●

●

屋内隠ペイ

屋内隠ペイ

屋内隠ペイ

給
水
管
―
直
　
圧
　
部

方　　式　　○単独処理　　　〇合併処理

○粉末消火器　　　〇パッケージ

地下　　階　　　地上　　　階

●電気　　〇ガス　　○油（灯油．Ａ重油）　○ソーラ　　

●給湯設備工事

〇圧縮空気配管設備工事

●

●

ＨＴ－ＶＰ

●

●

● ●

●

●

耐火ＶＰ

Ａ Ｊ D

２．重塩害地域のため、全ての機器類は重塩害仕様とすること。

３．本工事は既設設備再利用部分が多くあることから、既設接続箇所・分岐箇所・撤去断管箇所の

保温断熱材の補修は結露無きよう補修を実施すること。

４．冷暖房用の冷温水管において改修後使用しない系統についてはバルブ閉止とし、

供用使用開始後における結露防止に務めること。

〇浄化槽設備工事

〇ガス設備工事

給水方式　　●水道直結　　○高架水槽　　○加圧給水方式

○別途　　　　○既設

親メーター

●公共下水道接続　　○側溝．水路　　○河川　　○海

●個別方式　　　○中央方式

○プロパンガス　種別

処理人員　　　　　　人　（ＪＩＳＡ３３０２－６９に依る）

処理水量　　　　　　　　ｍ3／日　　　　　　　

   25 ㎜×　1 箇所

(仮称)蒲郡すみれ　看護小規模多機能　新築工事

愛知県蒲郡市

○Ｓ造　　○ＳＲＣ造　　○ＲＣ造　　●木造

〇冷暖房設備工事

〇換気設備工事

〇機器設備　　　　〇配管設備　　　　〇ダクト設備

〇機器設備　　　　〇ダクト設備　　　

● ●● ●

●
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